



























































































Sgaw Karen及びポー・カレン族 Pwo Karenが属し 7），赤カレン族 8）にはブレー族Breh，パダウ

















6） これらのグループの他に，ごく少数のパオ族 Pao（トンスー族 Taungthuとも呼ばれる）のグループがある。
7） スゴー・カレン族及びポー・カレン族の自称は夫々，パカニョー Pga Kanyaw及びプローン Phlongである。
スゴー・カレン族とポー・カレン族との人口比率については，飯島（1971）は7対3，ルイス及びルイス
Lewis and Lewis（1984）は4対1としている。
8） カヤー族 Kayaw或いはカレンニー族 Karenniとも呼ばれる。赤カレン族の下位言語集団については，第4-1
節を参照されたい。
















































































































22）ホエケオラン村Huay Kaew Lang，ホエチャンレック村Huay Chang Lek，ホエプケ村Huay Puket （Long Neck











































































































を迎え，難民キャンプ聖書学校合唱団は《Happy Birthday to you!》の旋律に，カレン語の歌
詞を乗せて歌う。続いて，出席者全員が賛美歌数曲を合唱する。この間，教会脇の広場から，
10分間に亙り花火が次々に打ち上げられた。
2009年 1月 1日，ホエケオボン村を含む近隣 3ケ村は，元日の礼拝を，前日の大晦日礼拝
と同様にホエファン村に於いて合同で行った。6:00，集会場に集まった村人達は，礼拝前に
手拍子を取りながら賛美歌7，8曲を合唱する。6:30，早朝の礼拝が始まり，ホエケオボン村




















































記す）。ノンカオ Nong Khao（ノパポ Nobapo）村，ノンキオ Nong Kio（ノパドポ Nobadopo）村，バプ Bapu
（グルドゥ Gurudo）村，ホエケオボン Huay Kaew Bon（ルクポ Lukupo）村，ホエトゥディ Huay Tu Day（ギ
ウパペ Gyupape）村，ホエトン Huay Ton（ボチュキ Bochuki）村，ホエナムソン Huay Nam Son（ボトゥキ
Boduki）村，ホエヒー Huay Hee（グロキー Groki）村，ホエファン Huay Fang（ダホタ Dahota）村，ホエブ
ロイ Huay Poo Leoy（ブレコボ Plekobo）村，ホエミー Huay Mee（ダースクロ Dasugro）村，ホエワイ Huay










































































































ンプ 2  Karenni Refugee Camp 2」について，先ず概説する。次いで，同難民キャンプ内のカレ























































55）本章で以後用いる情報は，メースリン難民キャンプ聖書学校の上級評議会議長ソエコー師 Saw Eh Kaw，同





















































































































県ウィアンパパオ群Wiang Pa Paoバーンポン区Baan Pong 第7村（ムー・チェット Moo7。第7





































































































































































































TKBCのサニー・ダンポンピー総主事 Reverend Sunny Danpongpee（2008年12月22日，TK-
BC本部でのインタヴュー。及び2010年2月26日，ホエブロイ村でのインタヴュー），
ローマ・カトリック教会チェンマイ司教区のヨゼフ・サンヴァル・スラサラン前司教 Mon-







併せて，同じく貴重な情報を賜った，サワ氏 Sawas Anurak-Vanapan をはじめとするホエケ
オボン村の方々，プリーチャ氏 Preecha Siri をはじめとするホエヒンラートナイ村の方々，チ
ャカパン教授 Chakrapand Wongburanavart をはじめとするメーファールアン大学の方々，ウマ
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Karen Hymn in Northem Thailand
Collected by Ikuma Tomita in Mae Hong Son, Thailand
Arranger: Ikuma Tomita
付録　男声4部合唱曲《yukure ユクレ》（富田育磨　採譜・編曲） 
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「タイ北西部山村に居住するカレン族の音楽政治」現地調査（富田、川嶋）
